
宮崎県では特に女性の転出超過が続いています。

そのことが宮崎県における人口減少の要因となって

いることから、働く場の改善など魅力的な環境整備が

求められていると考え、知事に対して「女性局を設置

して総合的な対策」を求めました。

また、新田原基地にF

35Bを配備する計画が

示される際に、着陸訓

練はしないとしていたも

のを、馬毛島の基地整備の遅れを理由として、新田

原基地で行いたいとした問題、また、T-4練習機の墜

落事故原因究明を求めること、さらにPFAS問題につ

いて、厳しく対応するよう知事に求めました。

私
は
、
平
和
で
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
社
会
保
障
や
教
育
の
機
会
が
豊
か
に
整

備
さ
れ
る
社
会
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
参
議
院
選
挙
を
通
じ
て
、
差
別
に
つ

な
が
る
発
言
や
、
外
国
人
排
斥
の
主
張
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
し

た
。
今
は
「
私
と
違
う
誰
か
」
に
向
け
ら
れ
た
主
張
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
い
つ

の
日
か
「
私
に
向
け
ら
れ
る
」
と
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
緊
張

を
抱
き
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
と
な
る
社
会
に
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

多
様
な
人
が
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
、
民

主
主
義
社
会
は
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、
磨
か
れ
、
も
が

き
な
が
ら
成
長
す
る
社
会
。
そ
の
前
提
に
は
互
い
に
存

在
を
尊
重
し
合
う
姿
勢
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
国
の
年
齢
構
成
は
大
き
く
変
化
し
、
年
金
制
度

や
、
医
療
・
介
護
、
さ
ら
に
は
公
共
交
通
の
課
題
な
ど

な
ど
、
社
会
的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
誰
し
も
が
豊
か
に
生
き
て
い
け

る
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
政
治
が
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
携
わ
る
者
は
、
自
分
の
懐
を
温
め
る
こ
と
に
熱
心

で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
す
ま
す
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岩切たつやの６月議会報告です。 〈３７号〉

６月議会の質問項目
1 女性人口の流出について

・原因理解と解決策について

・地域働き方・職場改革等推進会議への参加

・「女性局」設置による総合的な対策の必要性等

2 新田原基地問題について

・垂直着陸訓練実施問題等

3 福島原発事故の除染土受け入れについて

4 福祉の課題について

・CDR、プレコンセプションケアと包括
的性教育、教育虐待

5 学校徴収金の問題について

・教育にかかる費用の問題等

6 グラウンドの落雷防止について

7 林野火災について

8 農林業における死亡事故について

9 津波避難ビル等の数と日常の訓練実

施について

10 木崎浜へのアクセス道路について

11 高千穂通り道路空間再編事業について

県議会録画のQR

コードです
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５月１１日、立憲民主党宮崎県連大会です。引き

続き県連幹事長の任をいただきました。党本部の

大串博志選対委員長の激励をいただきました。↓

冬から夏にかけて、参議院選挙に山内佳菜子さんを擁立し

て運動を進めました。立憲民主党に対する熱いご支援をいた

だき、良い結果を得ることができました。

国・県・自治体議員が力を合わせて、暮らし優先のまっと

うな政治を実現します。→

恒例となってきた【あおぞら街

角相談会】↑→

さまざまな思い、意見、疑問を

お話しいただいています。

３月１５日

県立プール

の完成式典

です。 ←

よく街頭に立って演説をして

います。月曜朝は山形屋前交

差点で。車で出かけて訴えて

回ることも←↓→

委員会で県内の現場

をあちこち視察して

います。↓

中
央
メ
ー
デ
ー
に
労
働
組
合
と
と
も
に
↓

フローランテ宮崎で開

かれた県里親会の交流

イベントに参加。里親

仲間や子どもたちとふ

れあう貴重な時間です

→

岩切たつやの６月議会報告です。 〈３７号〉

二
〇
二
五
年
前
半
は
参
議
院
選

挙
。
こ
の
選
挙
で
は
、
差
別
や
欺

瞞
に
あ
ふ
れ
た
言
説
が
あ
り
ま
し

た
。
許
さ
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。

差
別
や
排
斥
と
対
峙
し
て
、
誰

も
が
よ
り
生
き
て
い
き
や
す
い
寛

容
な
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ま
っ
と
う
な
政
治

の
実
現
を
通
じ
、
働
く
者
の
立
場

を
向
上
さ
せ
、
全
て
の
子
ど
も
ら

に
幸
福
な
未
来
が
あ
る
よ
う
に
祈

る
と
同
時
に
、

行
動
し
て
い
き

ま
す
。

様
々
な
課
題

を
取
り
上
げ
て
、
県
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。皆

さ
ま
の
、
県
政
に
対

す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

岩切達哉Faceboo

kのQRコードです

1961年生、1979年県庁入庁し、児童相談所

や福祉事務所等に勤務。その間、県職労委員

長、PTA会長など労働運動、地域活動に取り

組む。

2015年県議選に初当選し、

現在３期目。議会内会派の

「県民連合立憲」の会長、

商工建設常任委員会委員、

立憲民主党宮崎県連幹事長

社会福祉士、宮崎県里親会




